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こ
の
方
程
式
に
於
て
卩
は
市
場
價
格(

ー
九
芷
ー
年
ニ
月
末)

、

C
は
總
資 

本

(

ー
〇
、〇
〇
〇
$
単
位
、

一
九
五
〇
年
末)

、
S
ば
未
拂
い
株
の
總
數(

一
 

〇
、.〇
〇
〇
単
位
、

一
九
五
一
年
二
月
末)

、
D
は
總
配
當
支
拂(

一
〇
〇
3
单 

位
、

一
九
五
〇
年
中)
。

.

こ
の
式
を
變
形
し
て
. 
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.结

こ
の
變
形
さ
れ
た
方
程
式
に
お
い
て
新
し
い
係
數
は
は
じ
め
の
係
敷
の
す
べ
て 

一
次
結
合
で
あ
る
。
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分
散
^

=
0
1
8
6
3

は
影
響
さ
れ
な
い
。
更
に
一
次
變
換
で

(2.4) 

P
/
S
=
1
.
0
9
W
1
.
2
(
D
/
C
)
k
s
-

•云 

.
B
=
c
y
s

と
も
か
け
る
。3

同
時
信
賴
楕
圓
體

一
つ
の
從
屬
變
數
が
た
個
の
獨
立
變
數
：

X
1X

2…
X
t

に
對
膘
す
る
と
き
た
個 

の
囘
歸
係
數
に
對
す
る
同
時
信
®

域
は
楕
圓
體
に
よ
つ
.て
與
え
ら
れ
る
0

.

，
五

八

(

六
三
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?
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丨
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Faik 
さ

I
k
l
l
t
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-
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1

こ
こ
.で
.

^

9
さ
I
^^

は
自
由
度
た
と0%

Ik

11

の
足
分
布
の
上
の
«
點 

で
あ
る
。g

は
觀
察
値
の
數
a
s.
H
M(

x
為
l
MI
x
x
i
s
丨
XI)

、<』

は
眞
の
囘 

歸
係
數
h
の
最
尤
推
定
値
、
y
は
1
散
沪
の
最
尤
推
定
値
で
あ
る
。(3.1

)

を 

應
用
す
る
た
め
に
W

の
値
が
選
ば
れ
る
。
例
え
ば

OF1
そ
し
て
パ
ラ
メ
ー
タ

1
*ホ
ィ
ン
ト
&1
&2

.
&*
が
槽
圓
It
の
中
に
あ
る
と
い
う
こ
と
を
確
率

H
l
a

を
も
つ
て
單
ー
判
定
が
っ
く
ら
れ
る
。
前
の
例
を
更
に
變
形
す
る
と 

(

s

.

8P=
2
.
1
5
(
D
/
S
)
.
S
(
C
/
S
X
6

 

と
な
る
が
、
95
%
霞

は
 

F
o
5

(

2
.
1
4

)

H 3.739 

%
=
0
0
0
00
00
0
6 を
含
む
適
當 

な
數
値
を(

3
.
1
)

に
挿
入
す
る
こ
と
に
よ
つ
て
得
ら
れ
る
。
グ
ラ
フ
は
第
1
圖 

で
示
さ
れ
る
。
嚴
密
に
い
え
ば
こ
の
信
賴
領
域
は
ニ
次
元
パ
ラ
メ
ー
タ
ー
空
間 

內
の
激
の
み
に
適
用
す
る
0.
卽
ち
61
と
も
の
對
の
値
に
對
し
て
の
み
適
用
す 

石
。
如
べ
し
て&l==.30,&2n.65

は
讀
內
に

.あ
り
許
容
可
能
で
あ
る
。

一
 

.方

61".15

と52H..70

の
組
合
せ
は
外
側
に
あ
り
許
容
可
能
で
な
い
。
し
か
し 

直
ち
に
6,
の
丨

0
9よ
り
小
さ
い
或
は.

4
9

よ
り
大
き
い
よ
う
な
値
に
對
し
て 

ば
す
ベ
で
：の
點
が
楕
圓
の
外
侧
に
あ
る
こ
と
が
注
意
さ
れ
よ
う
。
同
機
に
&2
の 

.45

■よ
り
小
、1

0
5

よ
り
犬
の
す
べ
て
の
點
は
^
侧
に
あ
る
。
か
く
し
て
我
 々

は

區

間

と

し

て

‘

(3.3) 
—

.
siA
y

^

^

g

.45 叭
&2 叭

1.05

を
得
る
。
そ
の
..各
々
は
w丨
(2

を
こ
え
る
信
賴
水
準
に
對
應
す
る
。
こ
の
形
の 

區
間
は
信
賴
區
間
と
呼
ば
れ
て
き
た
け
れ
ど
も
こ
こ
で
は
傳
統
的
な
區
間
か
ら

區
別
す
る
尤
め
に
"副
次
區
間
"
に
っ
い
て
考
え
る
。(

3
.
2
)

に
お
け
る6

1+

 

ダ
に
對
す
る
副
次
區
間
は

(3.4) 

9
0
^
^
+
ぞ

ぬ

0

0

、
 

■

で
あ
り
第
1
圖
で
示
さ
れ
る
.°

す
べ
て
の
可
能
な
副
次
區
間
の
總
計
は
あ
る 

意
味
で
同
時
楕
圓
に
等
し
い
。
結
合
さ
れ
た
區
間(3. S

)

は
第
1
圖
の
矩
形
6 

G

E

Hに
.

對
し
て
パ
ラ
メー

タ

ー

ポ

ィ

ン

ト

9162) 
■.を
制
限
す
る
。
.

そ
し
て 

そ
れ
は
楕
圆
の
す
ベ
て
を
含
む
。(3. S

)

と(3.4)

.

の
結
合
は
更
に
六
角
形
、

• 

A

B

0

D

E

F
に
對
し
て
こ
の
點
を
_

す
る
。
そ
し
て
そ
れ
は
叉
楕
圓
を
含 

む
。
も
し
こ
の
過
程
が
一
層
多
く
の
區
隨
を
結
合
す
る
こ
と
に
ょ
っ
て
く
り
返

さ
れ
る
な
ら
ば
、例
え
ば_

—

,r
l
b
l

或
い
は&2I3&1

-
す
る
多
く
の

副
次
面
は
望
ま
れ
る
だ
け
1

に
精
圓
に
接
近
し
て
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
。
 

そ
れ
故
に
す
べ
て
の
ふ
り
ぅ
名
副
次
區
間
の
總
計
は
.
1

—

<
^
の
同
時
信
賴
水
準 

を
も
.っ
。
し

た

が

っ

て

，も

し

人

が

實

驗

.の

系

列

を

も

っ

.

.な
ら
ば
、彼
は
す
く
な
く 

と
も
そ
れ
ら
の

l
o
o
p
l
5
%

を
も
つ
て
副
次
區
間
の
す
べ
て
は
眞
，の
パ
ラ
メ 

I

ター

ポ
ィ
ン
ト
を
蔽
ぅ
で
あ
ろ
I
こ
と
を
^

待
す
る
で
あ
ろ
ヶ
。
J

^

H
&J
tJ
cu 

は
觅
に
4.
K
次
元
の
場
合
の
副
次
區
間
、
5.
同
時
信
賴
楕
圓
對
傳
統
的
な
信
賴 

區
間
へ
と
論
議
を
進
め
て
い
る
。
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ス
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カ
メ
ロ
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決
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―
評
及
び
細
介

本
書
は
西
歐
資
本
主
義
諸
國
家
に
於
い
て
、
生
產
水
準
が
ど
の
機
な
經
濟
體 

系
の
メ
カ
'ニ
ズ
ム
を
通
じ
て
決
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
か
と
云
う
問
題
を
、
極
め 

て
明
快
な
筆
致
で
纏
め
た
好
個
の
入
門
書
で
あ
る
。
全
體
的
に
見
て
著
渚
は
、
 

經
濟
體
系
の
均
衡
し
た
場
合
の
中
で
生
產
活
動
を
分
析
す
る
爲
の
f

基
本
的 

(

初
步
的)

な
說
09
に
多
大
の
苦
心
を
拂
つ
て
い
る
^
に
見
受
け
ら
れ
る
の
で
、
 

各
章
を
通
じ
て
理
論
的
，立
場
か
ら
の
ょ
り
嚴
密
な
分
析
を
囘
避
し
、
常
に
問
題 

を
®

す
る
こ
と
に
.止
ま
つ
て
い
る
の
で
あ
る
が
、
し
か
も
近
代
經
®

の
最 

近
に
至
る
迄
の
諸
理
論
の
本
質
を
見
逃
し
て
い
な
い
。
特
に
廣
近
、
最
も
野
心 

.的
な
經
濟
分
析
と
見
做
さ
れ
て
華
■々
し
く
登
場
し
た
レ
オ
ン
チ
ユ
フ
體
系
の
理 

論
的
基
盤
で
あ
る
、
邂
濟
體
系
の
一
般
相
互
依
存
關
係
の
分
析(theory of 

general interdependen

o-y
〕

を
、
傳
統
的
な
經
濟
理
論
、
特
に
經
濟
の 

總
體
變
量
間
の
關
係
を
問
題
に
，す
る
ケ
ィ
ン
ジ
ア
ン
的
手
法
と

の

關
聯
か
ら
論 

じ
て
、

の
線
八
ロ
的
立
場
が
ら
砠
#
の
生
産
水
準
及
び
諸
財
の
價
格
の
決
定 

機
構
を
考
察
し
ょ
う
と
試
み
て
い
る
點
に
最
大
の
興
味
が
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
'

以
下
最
初
に
本
書
の
構
成
を
概
觀
し
、
第
二
に
本
書
の
中
心
的
論
義
と
思
わ 

れ
る
部
分
を
カ
メ 
ロ
ソ
の
所
m
に
從
つ
て
略
述
し
' 
最
後
に
本
書
に
對
す
る
若 

干
の
批
判
と
®

の
點
を
述
べ
た
い
と
思
う
。

E

頭
に
於
い
て
カ
メ
ロ
ン
は
本
書
の
ニ
つ
の
目
的
を
明
ら
か
に
し
、

一
つ
は 

生
產
體
系
の
活
動
樣
式
に
考
察
の
重
點
を
置
く
こ
と
、
一
一
つ
は
若
し
正
し
い
資 

料
が
得
ら
れ
る
な
ら
ば
、
實
際
の
生
產
體
系
の
動
き
を
再
現
し
得
る
樣
な
模
型 

を
構
敗
す
る
事
で
あ
る
と
述
べ
る
。
次
い
で
序
說
に
於
い
て
は
、
生
產
を
決
定 

す
る
分
沂
方
法
に
三
種
の
立
場
が
考
え
ら
れ
る
こ
と
を
述
べ
、
第
一
は
總
體
的 

な
關
係
と
し
て
社
^
!
生
產
物
と
勞
働
雇
用
量
の
關
係
に
於
け
る
需
要
と
供
耠
か

•

'

五

九

.(

六
三
三)
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八
，號

ら
產
出
量
と
雇
用
量
を
同
時
に
決
定
し
よ
う
と
す
る
ケ
ィ
ン
ジ
ア
ン
的
手
法
、
 

第
二
が
い
わ
ゆ
る
部
分
均
衡
と
呼
ば
れ
て
い
る
、
財
の
價
格
と
生
產
量
の
需
要 

供
給
曲
線
か
ら
當
該
財
の
產
出
量
と
價
格
を
決
定
す
る
立
場
、
.第
三
が
本
書
の 

中
心
課
題
で
あ
る
い
わ
ゆ
る
〃
一
般
均
衡
分
析
，*
で
あ
っ
て
、
前
ニ
者
の
缺
點 

を
こ
の
分
析
に
依
つ
て
克
服
し
よ
う
と
す
る
意
圖
を
述
べ
て
い
る
0
.

さ
て
第
.一
章
か
ら
第
十
四
章
迄
の
本
論
に
於
い
て
、
最
初
最
も
簡
略
化
さ
れ 

た
模
塑
(1
)
か
ら
始
ま
り
、
順
次
制
約
條
件
を
緩
め
っ
っ
、
模
塑g

迄
の
九
っ
の 

.簡
雕
な
體
系
を
例
示
し
、
生
產
決
定
職
檄
に
影
響
す
る
諸
要
素
を
多
角
的
に
網 

羅
し
て
摸
规
を
よ
り
現
實
に
近
づ
け
よ
う
と
試
み
る
。
即
ち
第
一
章「

生
產
の 

體
系」

(

横
趣

m)

で
は
、
生
產
決
定
の
爲
に
必
要
な
四
種
の
デ
ー
タ-—

資 

源
、
技
術
水
準
、
I

I

V及
び
嗜
好
に
就
い
て
考
察
さ
れ
、
そ
れ
等
の
與 

え
ら
れ
た
條
件
の
下
で
•、
更
に
必
要
な
七
個
の
.條
件
式——

生
產
要
素
供
給
函 

數
、
生
產
函
數
、.麗
函

數

、
芷
常
利
潤
條
件
、
必
要
極
大(

小)

條
件
'
部
門 

間
の
條
件
及
び
、
費
用
方
程
式一

の̂
體
系
が
導
入
さ
れ
る
。
殳
罾
の
デ
！
タ 

及
び
條
件
式
は
全
篇
を
貫
く
生
產
決
定
の
根
幹
を
爲
す
も
の
で
あ
っ
て
、
第
一
一 

章
以
下
は
そ
れ
等
各
ぐ
の
條
件
式
に
就
い
.て
各
箇
別
的
考
察
が
爲
さ
れ
、
.そ
れ 

に
依
っ
て
、
^
一
 
章
で
^

づ̂
け
ら
れ
た
模
型
m
を
よ
り
詳
細
に
展
開
し
て
行 

く
爲
の
分
析
で
あ
る
と
見
て
よ
い
。
卽
ち
第
一
章
は
本
書
蹲
成
の
中
心
を
爲
す 

も
の
と
考
え
て
よ
い
で
あ
ろ
う
0 

第
二
韋「

双
動
の
水
2

で
は
體
系
の
生
產
水
準
が
制
約
さ
れ
る
條
件
を
、
 

資
源
の
涸
渴
か
或
い
は
需
要
の
減
少
か
の
何
れ
か
に
求
め
、
そ
の
樣
相
を
圖
式 

に
依
っ
て
巧
み
に
說
明
す
る
。
次
に
第
三
章「

生
產
函
數」

に
於
い
て
、
該
函 

數
の
定
義
及
亦
そ
の
性
格
と
函
數
型
の
二
三
の
例(

ダ
グ
ラ
ス
型
及
び
そ
の
他 

で

は

卜

1み

と
！本
つ
た
樣
な
型
等)

が
示
さ
れ
、
そ
の
啓
蒙
的
な

六
0
、

(

六
三
四)

敍
述
に
重
點
が
置
か
れ
て
い
る
。
全
章
を
通
じ
て
生
產
函
數
が
限
界
生
產
ヵ
に 

基
づ
く
そ
の
分
配
函
數(

嘴
鋇
所
得
と
資
本
家
所
得
と
の
分
配)

と
.し
て
働
く 

機
能
を
無
視
し
て
い
る
の
は
法
目
に
値
す
る(

後
述)

。
第
四
章
..

「

生
產
耍
素 

の
代
替
L_(

模
型
(1
))

で
は
、
横
㈣
⑴
に
^
け
る
固
定
比
例
の
生
產
耍
素
組
合 

.せ

(

生
產
函
數) 」

に
代
っ
て
、
代
替
可
镏
な
數
種
の
生
產
要
素
が
存
在
す
る
場 

合
に
考
察
が
向
け
ら
れ
、
衆
知
.の
限
界
生
產
ヵ
均
等
式
が
導
入
さ
れ
る
と
共
に 

簡
單
な
模
型
(.
1
)が
例
と
し
て
示
さ
れ
る
。
第
五
章「

消
費」(

模
型
W))

は
重
要 

な
項
目
で
あ
る
。
個
人
の
嗜
好
と
そ
の
極
大
滿
足
條
件
を
與
え
て
、
1

密
選 

擇
の
理
論
か
ら
説
明
し
、
加
重
限
界
効
用
均
等
條
件
式
を
誘
導
す
る
。
' 更
に
之 

等
か
ら
消
費
財
需
要
函
數
を
導
く
過
程
を
略
述
し
、
そ
の
特
質
特
に
所
得
効
果 

と
價
糖
替
効
果
を
分
折
し
て
之
等
を
模
型
(1
)
で
例
示
す
る
。
第
六
韋「

投
資」 

で
は
年
金
に
對
す
る
需
要
函
數
の
存
在
を
他
の
諸
財
と
金
く
類
似
的
に
確
認 

し
、
.投
資
財
需
要
に
對
す
る
分
析
を
行
っ
て
模
型
を
更
に
現
實
に
近
い
も
の
に 

_す
る
。
第
七
章「

貨
幣」(

模
型
m)

で
は
、
之
迄
の
考
察
が
貨
罾
罾
耍
の
_
_ 

と
し
て
取
引
動
機
の
み
が
擧
げ
ら
れ
て
い
た
の
に
對
し
、
値
値
の
貯
藏
と
し
て 

.
の
機
能
を
も
考
察
す
る
。
退
藏
に
對
す
る
需
耍
函
麗
は
個
人
の
嗜
好
に
依
存 

し
、
限
界
効
用
均
等
條
件
が
そ
れ
の
比
率
を
決
定
す
る
と
云
ぅ
。
更
に
個
人
が 

そ
の
.不
活
動
貨
幣
の
保
藏
を
增
加
せ
し
む
る
事
は
生
產
水
準
の
全
面
的
下
落
を 

誘
致
し
、
こ
の
生
產
下
落
は
乘
數
的
i

を
招
く
事
を
説
明
す
る
。
最
後
に
役 

機
的
動
機
に
附
い
て
も
簡
單
に
觸
办
て
い
る
。
次
に
第
八
m「

砠
■
要
素
供
ぬ」 

(

模
型
§)
に
於
い
て
は
、
需
要
函
數
が
個
人
の
嗜
好
と
極
大
滿
足
條
件
か
ら
導 

か
れ
た
機
に
、
生
產
要
素
供
給
函
數
も
限
界
効
用
均
等
條
件
が
活
動
資
源
と
遊 

休
資
源
の
比
率
の
選
擇
を
決
定
す
る
こ
と
か
ら
導
か
れ
る
事
を
勞
働
力
に
關
し 

て
述
べ
る
。
か
く
し
て
限
界
効
用
均
等
條
件
が
、
閑
暇
と
勞
働
の
價
格
I

M

銀
率
の
間
に
擴
張
さ
れ
る
。觅
に
進
ん
で
一
般
に
要
素
供
給
は
、社
會
制
度
に
依 

つ
て
制
約
さ
れ
る
事
を
述
べV

い
る
。
第
九
章「

配
餛」(

模

|1
!
(1
))

で
は
、
種 

々
の
生
產
活
動
が
地
域
的
に
配
®
さ
れ
て
い
る
事
の
條
件
が
考
察
さ
れ
、
更
に 

第
十
章「

生
產
の
擇
一
的
方
法」(

模
型
(\
1
)

〕

.で
は
、
ニ
つ
以
上
の
生
產
方
法
が 

存
在
す
る
場
合
の
條
件
と
、
.生
產
方
法
の
差
異
に
依
る
產
業
®

が
簡
単
に
注 

意
さ
れ
て
お
り
、
第
一
章「

產
業
內
生
產
耍
素
配
分」(

模
型g

)

に
於
い
て
、
 

之
迄
、
一
產
業
內
企
業
數
に
無
關
係
に
生
產
水
準
が
定
め
ら
れ
た
の
に
對
し
、企 

-

業
間
で
の
要
素
配
分
の
選
擇
及
び
企
I

出
量
水
準
を
決
定
す
る
規
模
に
就
い 

て
の
條
件
が
利
潤
極
大
條
件
に
依
つ
て
極
め
て
啓
蒙
的
に
導
入
さ
れ
.る
。
等 

十
二
章「

經
濟
活
動
の
©
望」

及
び
、
第
十
三
章「

國
家」

で
は
何
れ
も
多
部 

門
分
析
に
於
け
る
各
產
業
及
び
國
家
の
占
め
る
役
齡
及
び
機
能
が
-考
察
さ
れ
、
 

最
後
の
第
十
西
章「

一
般
相
互
依
存
關
係
の
理
論」

に
於
い
て
は
可
能
な
均
衡 

水
準
が
存
在
す
る
か
ど
ぅ
か
(0
.問
題
を
取
上
げ
て
、
こ
の
目
的
の
爲
に
第
一
章 

で
述
べ
た
七
つ
の
關
係
式
の
中
特
に
、
限
界
生
產
カ
均
等
、
正
常
利
潤
、
部
門 

間
關
係
式
の
三
渚
が
均
衡
を
特
定
化
す
る
に
不
適
當
で
あ
る
と
し
て
、
更
に
炙 

の
三
つ
の
補
助
的
條
件
を
附
け
加
え
る
。
卽
ち
、
⑴
全
を
罾
要
素
の
可
能
な
變 

化
に
對
す
る
限
@

入
の
方
が
增
加
が
運
い
と1K

ぅ
事
、
⑵
得
ら
れ
た
利
潤
窀 

は
逆
に
產
_

出
量
水
準
と
共
に
變
化
す
る
と
一K

ぅ
事
、
⑶
產
出
量
增
分
に
結 

果
す
る
そ
の
商
品
需
要
め
增
加
は
元
の
產
出
量
增
分
ょ
り
も
少
な
い
と
苯
ぅ
事 

の
三
つ
で
あ
る
。
か
く
し
て
擴
張
さ
れ
た
模
型
は
均
衡
の
存
在
を
主
張
す
る
事 

を
可
能
な
ら
し
め
る
事
を
示
す
。

さ
て
上
：に
述
べ
た
^
:！e

の
嫩
略
を
悉
く
詳
述
す
る
こ
.と
.は
限
ら
れ
た
枚
數
で 

可
能
で
は
な
い
。
特
に
本
誓
の
中
心
的
論
述
は
後
半
の
第
三
章
か
ら
第
十
四
‘章 

に
到
る
教
科
書
的
經
濟
體
系
の
條
件
の
擴
張
に
あ
る
の
で
は
な
く
て
、
む
し
ろ

序
説
第
一
章
、
第
二
章
に
カ
點
を
置
い
て
詳
述
さ
れ
た
生
產
決
定
方
法
の
原
理 

に
重
要
な
興
味
が
存
在
す
る
も
の
と
思
わ
れ
る
か
ら
、
次
に
本
書
の
最
も
著
し 

い
と
思
わ
れ
る
特
徵
を
章
を
無
視
し
て
左
に
略
述
し
て
み
た
い
と
思
う
。

財
の
生
產
水
準
が
社
會
に
於
い
て
如
何
に
決
定
さ
れ
る
か
と
云
う
問
題
に
は 

三
っ
の
方
法
が
考
え
ら
れ
る
。
第
一
の
最
も
自
然
的
な
方
法
は
產
出
量
の
全
體 

と
し
て
の
水
準(

社
會
的
生
產
物)

の
決
定
を
考
え
る
こ
と
で
あ
る
。
技
術
的 

知
識
と
產
業
組
織
の
興
え
ら
れ
た
下
で
は
、
資
源

.

(

例
え
ば
勞
働)
の
雇
用
氷 

準
が
上
昇
す
る
に
っ
れ
て
社
會
的
生
產
物
の
量
も
增
大
す
る
。
こ
の
關
係
は
商 

品
の
供
給
を
決
定
す
る
條
件
を
設
定
し
て
い
る
爲
に「

⑩
罾
的
供
給
函
數」
と 

呼
ば
れ
る
。
他
は
商
品
に
對
す
る
需
要
面
で
あ
る
。
雇
用
水
準
が
高
く
な
る
程 

人
々
は
ょ
り
多
く
の
商
品
を
需
要
す
る
の
で
®

財
需
要
は
、
資
源
の
雇
用
量 

の
函
數
で
あ
る
。
こ
の
總
體
的
1

函
數
は
一
般
に「

若
し
雇
用
が
%
力
し
て 

:

も
消
費
需
要
は
そ
の
雇
用
の
■

と
し
.て
の
產
出
量
の
增
大
程
多
く
は
な
い」

と1K

う
重
要
な
性
質
を
持
っ
て
お
り
、
そ
れ
は
所
得
が
あ
る
水
準
を
超
え
て
後

は
_

の
所
得
增
分
の
一
定
比
例
を
貯
. 

蓄
す
る
と
一K

う
事
實
に
依
つ
て
い
る
。
 

故
に
®

函
數
曲
線
は
あ
る
點
か
ら
は 

第
一
圖
の
樣
に
供
給
函
數
ょ
り
下
側
に 

落
ち
て
行
く
で
あ
ろ
う
。
消
費
財
需
要 

に
加
え
て
若
し
我
々
が
投
資
需
要
の
水 

準
を
確
か
め
得
る
な
ら
ば
、
消
费
需
要 

と
双
罾
需
要
の
和
と
し
て
總
體
的
需
要 

函
數
.を
知
る
。
第
一
圖
は
橫
軸
に
勞
働 

雇
$'
-
里
、
縦
軸
に
社
會
生
產
物
の
量
を■

書
評
及
び
紹
介

(

六
三
五)
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)
と
り
、
そ
れ
等
の
關
係
を
示
し
た
も
の
で
均
衡
勡
は
兩
者
の
交
點
B
で
あ
る
。
 

こ
の
]1
)
は
ヶ
ィ
ン
.ズ
體
系
の
極
め
て
明
快
な
圖
示
で
あ
づ
て
、
投
資
需
要
I
,の 

生
起
に
依
る
均
衡
點
^
か
ら
与
へ
の
移
動
は
.い
わ
ゆ
る
乘
數
効
果
を
示
し
、
更 

に
又
投
資
動
機
と
貯
i

機
の
獨
立
な
關
係
が
有
効
需
要
に
依
る
雇
用
水
準
決 

定
の
メ
カ
ニ
ズ
ム
を
明
瞭
に
說
明
し
て
い
る
。

'し
か
し
乍
ら
こ
の
第
一
の
方
法
の
基
本
的
な
缺
陷
は
、
そ
れ
が
個
別
產
業
の 

生
產
水
準
決
定
に
就
い
て
何
事
も
語
ら
な
い
と1K

う
事
で
あ
る
。
か
く
し
て
第 

1

一
の
接
近
方
法——

通
常

.
"部
分
均
衡
"
と
呼
ば
れ
る
方
法
が
登
場
ず
る
。

興
え
ら
れ
た
技
術
的
知
識
と
產
業
組
織
の
下
で
、
若
し
す
ベ
て
の
利
用
さ
れ 

た
生
產
要
素
の
價
格
を
我
々
が
知
.つ
て
い
る
も
の
と
す
れ
ば
我
々
は
罾
罾
罾
が 

そ
の
生
產
1

格
で
ど
れ
だ
け
を
生
產
し
ょ
う
と
す
る

か
を
示
す
供
給
表 

(supply .schedule)

を
描
く
こ
と
が
砠
双
る
ハ
第
一
一
圖)

。
そ
の
產
業
が
收
獲 

积
勢
の
卩
’
生
產
を
擴
張
す
る
な
ら
ば
そ
の
供
給
表
は
水
平
線
と
な
る
で
あ
ろ 

う
し
、
或
い
は
又
撒
張
さ
れ
た
生
產
が
規
模
の
收
P
遞
減
の
狀
態
で
あ
れ
ば
右 

上
り
曲
線
と
な
る
‘で
あ
ろ
う(

こ
の
論
議
は
そ
の
商
品
を
生
產
す
る
企
業
間
の 

市
場
競
锻
を
虻
映
し
て
い
る
と
と
に
注
意
し
な
.け
れ

ば

な

ら

な

い
)

;0
一
 
方
消 

費
者
嗜
好
が
不
變
で
且
つ
全
個
人
の
所
得
及
び
す
ベ
て
の
.他
の
財
の
價
格
が
知 

ら
れ
て
い
る
な
ら
ば
、
種
々
の
㈣
吣
で
ど
れ
だ
け
の
量
が
需
要
さ
れ
る
か
を
示
. 

す
需
要
曲
線
を
ひ
く
こ
と
が
出
来
る
。
兩
卷
の
交
點
が
均
衡
水
準
を
與
え
る
こ 

と
1
明
白
で
あ
ろ
う(

第
ー
ー
圖)

。
若
し
嗜
好
の
變
化
が
起
き
る
な
ら
ば
0
は
ぴ 

に
移
動
し
、均
衡
產
出
量
は
A
か
ら
妇
へ
價
格
は
斤
か
ら
ド
へ
動
く
。然
し
乍
ら 

こ
の
分
析
に
は
ニ
つ
の
缺
陷
が
あ
る
。
第
一
は
す
べ
て
の
^

双̂
^
の
憤
格
、
 

す
べ
て
の
他
の
生
產
商
品
の
價
格
及
び
所
得
の
全
水
か
知
ら
れ
て
い
な
け
れ 

ば
な
ら
な
い
と1K

う
重
大
制
約
で
あ
り
、
第
二
は
嗜
好
の
變
化(

一
般
的
に
制

t
度
上
の
變
化)

の
効
果
を
示
し
て
い
る 

f

が
、
之
は
第
一
次
的
効
果
に
過
ぎ
ぬ
も 

0

の
で
あ
っ
て
、
例
え
ば
一
財
の
價
格
騰 

貴
は
人
々
を
し
て
他
の
競
爭
財
に
向
わ 

A
し
め
る
1

そ
の
他
の
競
爭
財
の
價
格 

騰
貴
を
生
じ
、
そ
れ
が
始
め
の
財
の
需 

要
量
に
逆
に
影
響
を
も
た
ら
す
と
一K

ぅ 

第
一
一
次
以
下
の
波
及
効
果
を
分
析
出
来 

,

な
い
と1K

ぅ事である。

，

 

か
く
し
て
之
等
の
缺
點
は
、
各
產
業
の
生
產
の
於
が
を
全
體
と
し
て
の
生
產 

體
系
の
中
で
か
析
す
る
事
に
依
っ
て
克
服
し
得
る
と
考
え
る
。
之
が
第
三
の
接 

近
方
法——

い
わ
ゆ
る
〃

'一
般
均
衡
分
析
"
で
.あ
る
。
前
二
者
の
総
体
的
分
析 

.と
、
部
分
分
析
の
兩
-̂

共
に
廣
^
且
つ
ょ
り
有
カ
な
一
般
均
衡
分
析
の
各
制
約 

さ
れ
た
商
に
す
ぎ
な
い
こ
と
が
形
式
的
に
示
さ
れ
得
る
。

M
上
の
論
議
か
ら
力
メ
ロ
ン
は
一
般
均
衡
分
析
の
原
型
を
展
開
し
、
そ
の
中 

で
相
互
依
存
關
係
の
意
味
を
次
の
樣
に
し
て
强
調
す
る
。

.
最
初
に
我
々
が
必
要
と
す
る
ィ
シ
フ
ォ
ー
メ
ィ
シ
ョ
ン
は
次
の
四
題
目
に
盡 

き
る
。
卽
ち
資
源
、
技
術
的
知
識
、
.產
業
組
織
、
嗜
好
で
あ
っ
て
、
之
等
の
與 

え
ら
れ
た
條
件
の
下
で
、
次
の
七
っ
の
關
係
式
に
就
い
，て
の
知
識
が
必
要
と
な 

る
。
そ
の
第
一
は
要
素
供
給
函
數
.

(factor s
u
p
p
l
y

H>
§
&
J目)

で
あ
り 

勞
働
の
場
合
に
は
種
々
の
時
間
員
^
率
で
働
く
意
志
を
有
す
る
週
當
り
の
勞
働 

時
間
で
示
さ
れ
る
。
第
ニ
は
生
養
函
數
で
あ
っ
て
與
え
ら
れ
た
技
術
水
準
の
下 

で
種
々
の
要
素
組
合
せ
に
對
し
、
最
大
生
產
物
を
得
る
樣
な
投
入
率
と
產
出
率 

の
間
の
技
術
的
關
係
で
あ
る
と
定
義
さ
れ
る
。次
に
必
要
と
な
る
函
數
は
、消
费

函
數
で
あ
.つ
て
、
個
人
の
所
得
水
準
、
そ
の
財
の
價
格
水
準
、
'及
び
他
の
財
の 

價

格

水

準

の

函

數

と

考

え

ら

れ

る

。

か

く

し

て

，

於

經

评

か

勝
？！

勝
#
か
、
务 

素
供
給
函
數
、
生
產
函
敷
、
消
費
函
膨
か 
一

I

一
 6 

L'
p
f-
x-
'
、
こ
の
，三 

式
に
對
し
て
次
の
四
つ
の
條
件
を
附
加
す
る
の
で
あ
る
。
卽
ち
第
四
と
し
：.て
企 

業
の
介
入
函
數(entry f

u
n
c
t
i
o
n
)

を
考
え
、
實
際
的
な
經
驗
が
示
す
所 

と
し
て
、.產
業
內
企
業
の
數
を
.そ
の
產
業
の
正
常
利
潤
の
函
數
と
し
て
把
え 

る
。
か
く
し
て
、
こ
の
介
入
函
數
は
"正
常
利
潤
條
件
"
で
置
き
換
え
ら
れ
、
 

正
常
利
潤
率
が
一
定
な
る
限
り
產
業
に
出
入
す
る
企
業
.の
敷
を
一
.定
と
見
做
す 

の
で
あ
る
。
第
五
は
各
主
體
者
の
行
動
と
し
て
必
要
極
大
條
件
を
導
入
す
石
。
 

消
費
者
の
場
合
は
限
晁
効
用
均
等
、
生
產
者
の
場
合
は
限
界
生
產
カ
均
等
の
條 

件
と
な
り
、
擇
ー
的
な
行
爲
に
對
す
る
個
人
の
合
理
的
行
爲
を
規
定
す
る
條
件 

で
あ
る
。
第
六
は
部£

間
條
件
で
あ
り
、
商
品
の
生
產
さ
れ
た
量
は
、
す
べ
て 

の
他
部
門
か
ら
の
需
翦
量
の
總
和
に
等
わ
い
と
劳
ぅ
恒
等
的
條
件
を
示
す
。
最 

後
に
第
七
と
し
て
企
i

の
損
益
計
算
と
し
，て
、
生
產
物
の
價
値
は
す
べ
て
の 

費
用
の
總
和
に
等
し
い
と1K

ぅ
、
費
用
方
程
式
を
導
入
す
る
。
か
く
し
て
こ 

れ
等
の
體
系
、T

H
e

 factor supply function; 

T
h
e

 

production 

function; 

T
h
e

 consumption function; 

T3beyormarprol&t 

function; T
h
e

tJ
CD
Qto
s
ta
J
y Ba

x
i
m
u
m

 condition; 

3
© 

inter-. 

sector condition; *The 

O
O
M
 ̂

equation 

の
七
つ
を
併
列
す
る
事
に 

'依
り
、
金
部
門
の
一
殷
均
衡
體
系
の
中
で
各
產
業
部
門
每
の
生
產
水
準
を
決
定 

す
る
と
S
ぅ
關
係
が
完
結
し
•た
事
に
な
る
。
之
等
に
對
し
極
端
忙
簡
略
化
さ
れ 

た
，
社

會

を

想

定

し
.て
、
各
函
數
及
び
條
件
式
に
假
說
的
數
値
を
代
入
し
た
例
が 

示
さ
れ
、
そ
の
場
合
の
價
格
及
び
生
產
水
準
決
定
の
順
序
が
計
算
さ
れ
て
い
る 

が
、
こ
こ
で
述
べ
る
事
ぱ
省
略
し
た
い
。
只
、
.之
等
の
.棒
造
關
係
式
め
各
々
に

書
評
及
び
紹
介

. 

.

就
い
て
第
三
章
域
下
に
よ
り
詳
細
な
論
議
と
條
件
の
緩
和
が
展
開
さ
れ
る
の
で 

あ
る
が
、
し
か
し
、
體
系
の
本
質
は
こ
こ
に
述
べ
た
事
と
異
な
ら
な
い
事
は
勿 

論
で
あ
る
。

以
上
槪
述
し
て
來
た
尊
か
ら
わ
か
る
よ
ぅ
に
カ
メ 
口
ン
の
意
圖
は
、
多
部
門 

間
分
析(

ア
メ
リ
カ
經
濟
學
と
呼
ぶ
こ
と
が
出
来
る)

の
基
調
を
爲
す
一
般
相 

互
依
存
關
係
の
分
析
を
、
ケ
ィ
ン
ジ
ア
ン
的
手
法(

ィ
ギ
リ
ス
經
濟
學)

に
融 

合
せ
し
め
よ
ぅ
と
努
力
し
て
い
る
の
で
あ
る
。
從
っ
て
そ
の
展
開
は
多
分
に
傳 

統
的
な
經
®

特
に
限
界
効
用
分
析
に
依
っ
て
特
徵
づ
け
ら
れ
、
し
か
も
そ
の 

意
圆
す
る
方
向
が
多
部
門
分
柝
を
指
沄
し
て
い
る
爲
に
そ
の
間
の
ギ
ャ
ッ
プ
に 

幾
っ
か
の
ィ
不
調
和
が
見
ら
れ
、
又
カ
メ
ロ
ン
の
展
開
の
ウ
ィ
ー
ク
ポ
ィ
ン 

ト
も
そ
こ
に
潜
ん
で
い
る
機
に
思
わ
れ
る
。.
そ
の
第
一
は
最
初
に
觸
れ
た
生
產 

函
數
の
扱
い
方
で
あ
る
。
ケ
イ
ン
ジ
ア
ン
的
手
法
に
依
れ
ば
、
限
界
生
產
カ
說 

に
基
づ
い
て
生
產
函
數
は
賃
銀
所
得
部
分
と
^
本
|

得
豸
分
を
分
13
す
る
機 

能
を
併
せ
有
す
る
人
分
配
函
數)

。
に
も
拘
ら
ず
カ
メ 
ロ
ゾ

に

於

い

て

は

、
，
七 

っ
の
基
本
的
條
件
の
中
に
芷
常
利
潤
率
を
導
入
す
る
爲
に
そ
れ
が
兩
者
の
分
配 

關
係
を
規
定
し
、
か
く
し
て
限
界
生
產
カ
說
に
立
っ
限
り
兩
者
は
二
重
の
併
置 

で
は
な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

し
か
も
カ
メ 
ロ
ン
に
於
い
て
正
常
利
潤
率
は
別
の
立
場
か
ら
導
入
を
餘
薜
な 

く
さ
れ
た
。
っ
ま
り
企
業
の
介
入
函
數
と
し
て
の
機
能
で
あ
つ
た
。
し
か
し
我 

々
は
こ
.の
企
業
の
倒
產
或
は
介
入
を
簡
單
に
そ
の
產
業
の
芷
常
利
潤
率
の
函
數 

と
考
え
る
事
に
疑
問
を
も
っ
。■
他
の
六
箇
の
條
件
式
が
計
量
可
能
な
性
格
を
も 

っ
釋
造
關
係
式
で
あ
る
の
に
對
し
、
該
函
數
の
性
質
は
最
も
曖
昧
な
意
味
し
か 

有
し
な
い
樣
に
思
わ
れ
る
か
ら
で
あ
.る
。
、

し
か
し
始
め
に
述
べ
.た
如
く
、
こ
の
書
は
生
產
の
決
定
を
初
涉
的
に
解
說
し

六

三

(

六
三
七
.

)
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三
田
學
會
雜
誌
第
四
十
八
.卷
第
八
號

よ
う
と
し
た
意
圖
に
於
い
て
極
め
て
優
れ
て
い
る
。
：從
來
の
經
濟
原
論
の
書
に 

代
る
敎
科
書
的
意
義
を
も
つ
も
の
と
し
て
高
く
評
償
さ
る
ベ
き
で
あ
ろ
う
。
'
 
又 

規
在
迄
の
幾
多
の
經
濟
理
論
を
鹿
く
多
角
的
に
考
察
し
て
、
そ
れ
等
を
組
織
的 

に
體
系
づ
け
て
い
る
事
も
本
書
の
特
徵
の
..一.っ
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
の
で
あ 

る
。
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'
第
二
次
大
戰
後
ア
メ
リ
カ
の
景
氣
豫
测
硏
绝
の
ー
環
と
し
て
と
り
上
げ
ら
れ 

て
以
来
、授
资
函
數
の
硏
街
は
著
し
く
活
潑
に
な
っ
て
き
た
。そ
の
主
眼
點
は
投 

資
函
數
の
方
が
i

函
數
よ
り
も
こ
れ
を
.支
酹
す
る
諸
要
因
が
複
雜
で
、
產
業 

別
に
そ
の
要
因
•が
異
な
り
、
經
濟
金
體
に
っ
い
て
の
考
察
が
著
し
く
難
解
な
こ 

と
に
あ
る
。
こ
こ
に
紹
介
し
よ
う
と
す
るL. M

.

 Kloyck, 

Distributed 

la,gs and invew

ctmerLt 
切
！

l

folyslsj PP.111+1V,>mMterda,m, 
M
gol
ol 

も
亦
こ
の
問
題
に
關
す
る
理
論
的
、
實
證
的
硏
能
で
あ
る
。
そ
の
內
容
は
第
一 

章
序
論
、
第
二
章
經
濟
的
反
應
のtime-shape

と
そ
の
統
計
的
推
測
、
第
三 

章
ラ
グ
の
分
布
と
生
產
量
に
對
す
る
生
產
能
力
の
調
整
、
第
四
章
生
產
量
の
變 

化
に
對
す
る
生
產
能
力
の
反
作
用
のt

i
m
e
-
s
h
a
p
e

に
關
す
る
經
驗
的
硏
究< 

と
分
れ
て
，い
る
。
著
者
自
分
の
言
に
よ
れ
ば
、
加
速
度
の
原
理
に
關
す
る
ゴ
■/

六

四

_ (

六
三
八

)

ド
ゥ
ィ
ン
及
び
チ
.ラ
不
リ
|
の
硏
究
か
ら
多
く
の
ヒ
ン
ト
を
得
た
と
さ
れ
て
い 

る
。
生
產
潘
又
は
i

渚
の
經
濟
的
反
作
用
が
起
る
ま
で
に
若
干
の
時
間
を
耍 

す
る
理
由
は
客
體
的
理
由
と
主
.體
的
理
由
と
に
分
け
る
こ
と

が

で

き

る

。

前

渚
 

は
技
術
的
制
度
的
理
由
で
ぁ
り
、固
定
資
本
の
壽
命
等
か
ら
生
ず
る
も
め
で
、後 

者
は
主
體
の
市
場
知
識
が
不
完
全
な
る
こ
と
等
か
ら
發
生
す
る
。
第
二
に
ラ
グ 

を
有
つ
た
反
作
用
が
起
る
と
き
、
そ
の
原
因
と
な
る
量
0;
の
增
加
し
た
と
き
と 

減
少
し
た
.と
き
と
で
は
、

と
し
て
變
動
す
る
量
2/
の
變
動
の
型
は
異
な
る 

の
が
普
通
で
あ
る
。
た
と
え
ば
2/
が

0;
に
此
例
し
て
變
化
す
る
と
し
.て
も
.
ルの 

增
加
し
て
行
く
過
程
で
は
、y

t
A

暴

li…

：.(1)

な
る
關
係
が
成
立
ち
、

V
•の
減
少
過
程
で
.は
、

y
t
=
M
f
i…

…
C
2
)

の
如
く
パ
ラ
メ
-
'タ
I
の
値 

を
異
に
す
る
關
係
式
が
成
立
す
る
が
、

2/
が
變
動
を
始
め
て
か
ら
if
水
準
に
復 

す
る
ま
で
の
全
期
間
を
と
っ
て
考
え
れ
ば
、
M
ミ=

M

な
る
關
係
が
成
立

す

る

。
ノ

'
 

.

.
コ
ィ
ー
ク
は
こ
こ
で「

反
膘
の
彈
力
性」

な
る
概
念
を
定
義
す
る
。

^==RG«+oil£c?l+

-
な
る
一
次
の
關
係
式
が
成
立
し
て
い
る
と
き
、
Z

期
の
反
應
の
彈
カ
性

> は
、
i
H
C
M
a
'

じ
^

-

に

よ

っ

て

定

義

さ

れ

る
。

問 

題
を
短
期
に
限
定
す
れ
ば
谷

期
の

e
は
等
し
い
値
を
と
る

と
假
定
で
き
る
か
ら 

と

お
く
こ
と

が

で

き

る

。

彼
は
こ

こ

で

實
際
に
計
露
を
行
ぅ
に
は 

か
な
り
長
期
の
資
料
を
必
要
と
し
、
そ
の
た
め
に
“
の
値
が
不
安
定
化
す
る
危 

險
を
認
め
て
い
る
。
均
衡
に
到
達
す
れ
ば
2/
は
增
加
も
減
少
も
し
な
い
。
こ
の 

と
き
の
汉
の
値
を
-2/
で
表
.わ
せ
ば

f
ザ

け

が

成
立
す
る
。

但
し

r
は

と
お
い
た
と
き
の

(1—

^
の
値
で
あ
る
。
こ
れ
よ
り

tv
s 

"

を
得

r
の
値
に
よ
っ
て
2/
の
變
化
す
べ
き
徑
路
を
知
る
こ
と 

が
で
き
る
。
コ
イ
I
ク
は
ア
メ
リ
カ
に
お
け
る
銑
鐵
の
輸
入
量
と
價
格
の
關
係

に
照
し
て
說
明
し
て
い
る
。
 

• 

以
上
で
數
學
的
前
提
が
終
り
第
三
章
で
投
資
函
數
の
理
論
が
展
開
さ
れ
る
。' 

設
備
投
資
の
考
察
を
行
う
に
際
し
て
先
ず
起
る
困
難
は
機
械
の
M
員
^
で
あ 

る
。
特
に
そ
の
露
命
の
差
異
の
故
に
一
義
的
侧
定
が
困
難
に
な
る
。
こ
の
場
合 

舊
機
械
と
新
機
械
と
が
生
產
能
力
が
同
じ
だ
と
す
れ
ば
他
の
點
に
相
違
が
あ
っ 

て
も
同
種
の
機
械
と
看
做
し
て
取
扱
う
こ
と
に
す
る
。
第
二
に
壽
命
の
點
を
別 

に
し
て
も
機
械
の
犬
い
さ
が
異
な
る
事
實
が
あ
る
。
こ
の
場
合
は
#

_械
の
.生 

產
能
力
を
標
準
に
し
て
標
準
型
の
機
械
.に
換
算
す
る
。
更
に
標
準
と
な
る
べ
き 

-

勞
働
時
間
と
勞
働
の
*if
度
と
を
選
定
す
る
必
要
が
あ
る
。
か
く
す
る
こ
と
に
よ 

つ
て
ス
ト
ッ
ク
と
し
て
の
設
備
を
フ
ロ
ゥ
と
し
て
の
生
產
高
に
換
算
しV

測
定 

す
る
こ
と
が
可
能
に
な
る(

從
つ
て
こ

こ
で
は
設
備
が
必
ら
ず
し
も
最
適
操
業 

度
に
從
っ
て
運
轉
さ
れ
て
い
る
と
は
限
ら
ず
、
又
潜
在
的
生
產
能
力
を
測
ろ
う 

と
す
る
も
の
.で
ば
な
い〕

。
生
產
物
に
っ
い
.て
も
亦
ー
定
の「

標
準
化」

が
行
わ 

れ

る

。
，
生

產

量

の

變

化

が

起

る

の

は

、

.
㈠需
要
曲
線
の
シ
フ
ト
に
よ
っ
て
そ
の 

企
業
の
生
產
物
に
對
す
る
需
要
が
增
加
す
る
か
、
㈡
原
料
費
や
賃
金
等
の
下
落 

に
よ
り
生
產
物
の
價
袼
が
下
落
し
て
需
要
が
增
す
か
の
何
れ
か
に
よ
る
も
の
で 

あ
る
。
'生
產
量
；の
變
化
に
.應
じ
て
設
備
投
資
が
變
化
す
る
と
考
え
.る
>
き
先
ず 

頭
に
浮
ぶ
も
の
は
加
速
度
の
原
理
.で
あ
る
。
こ
の
議
論
を
嚴
密
な
形
で
解
釋
す 

れ

ば

現

在

の

生

產

量

に

對

し

固

定

資

本

の

量

が

卽

時

且

.っ

完

全

に

適

應

す

る

と 

の
假
定
が
あ
る
。
し
か
し
一
度
作
ら
れ
た
機
械
が
故
意
に
破
壊
さ
れ
る
と
は
考 

え
難
い
。
第
二
に
こ
•の
原
理
に
よ
れ
ば
生
產
設
備
の
擴
大
に
必
要
と
さ
れ
る
投 

資

財

を

生

產

す

る

塵

業

の

生

產

力

に

よ

，
つ

V

純
投
資
が
制
約
を
受
け
ゐ
事
實
を 

，と
り
.入
れf

い
。
加
速
度
の
原
理
は
生
產
量
の
增
加
と
共
に
ど
れ
だ
け
の
附
加
. 

的
設
備
が
必
要
か
に
っ
い
て
述
べ
て
.い
•る
炎
付
で
、
.ど
れ
だ
，け
が
秦
辦
か
ル
か

脣
評

:

及
び
粞
介

.か
に
つ
い
て
は
何
も
述
べ
て
い
な
い
。

か
く
し
て
彼
は
マ
ー
シ
ャ
ル
の
原
理
に
從
っ
て
短
期
費
用
曲
線
の
分
析
か
ら 

.
出
發
す
る
。
こ
の
場
合
操
變
の
變
化
に
よ
る
限
界
生
產
費
と
限
界
生
產
力
の 

關
係
式
が
導
か
れ
る
。
第
一
一
段
階
と
し
て
新
機
械
の
購
入
が
行
わ
れ
る
場
合
が 

考
察
さ
れ
る

。

こ
の
資
金
は
内
部
蓄
積
に
よ
る
か
借
入
に
よ
る
か
株
式
募
集
に 

よ
る
か
の
何
れ
か
の
方
法
を
と
る
。
こ
の
中
第
一
の
方
法
は
積
立
金
の
額
に
よ 

り
第
二
の
方
法
は
企
業
の
信
用
能
力
に
よ
っ
て
制
約
を
受
け
る
が
、
.第
三
の
方 

法
も
亦
本
質
的
に
制
約
を
受
け
な
い
と
は
豸
い
_
い
。
資
金
の
供
給
⑽
㈱
が
上 

昇
す
る
に
從
っ
て
一
宠
點
を
越
す
と

、

長

期

の

限

^

費

用

ば

新

機

械

の

購

入

量 

の
增
加
函
數
に
な
る
。
ハ
ィ
エ
ク
が
荥
し
た
_
に
、
限
ら
れ
た
資
金
で 
一
 

.
く
の
機
械
を
獲
得
す
る
た
め
に
、
よ
り
低
廉
で
非
耐
久
的
な
機
械
を
購
入
し
よ
' 

う
と
す
る
傾
向
が
起
る(

リ
功
I
ド
效
果)

。
こ
の
長
期
限
界
費
用
曲
線
の
騰 

貴
を
補
償
す
る
に
足
る
だ
け
增
加
す
れ
ば
資
金
の
稀
少
性
に
よ
っ
弋
新
機
械
の 

購
入
は
減
少
し
舊
機
械
が
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
さ
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
し
こ
れ
は 

不
安
定
均
衡
で
あ
り
、
利
潤
が
存
在
ず
る
た
め
罾
㈱
械
の
購
入
が
苒
び
始
ま
り
 

.
操
i

の
上
昇
と
舊
機
械
の
ス
ク
ラ
ッ
プ
化
は
依
然
と
し
て
繼
績
す
る
で
あ
ろ 

.
う

。 

■

生
產
量
が
所
與
で
あ
る
と
き

販
賣
量
の
趨
勢
を
考
慮
し
た
上
で
あ
る

企
業
の 

生
產
能
力
が
過
大
で
あ

'？
)
か
過
少
、で
あ
る
か

の
！
：̂
が
下
さ
れ
る
。
し
か
し
過 

剩
能
力
の
際
に
は
そ
の
適
應
を
抑
制
す
る

幾
っ
が
の
理
由
が
あ

る

。

生
產
能
力 

が
不
足
の
と
き
に
は
資
金
面
か
ら
の
制
約
が
あ

る

。

こ
れ
等
の
點
を
別
に
し
て 

'
も

生

產

の

.增

加

と

投

資

の

決

定

の

間

に

は

ラ

グ

が

あ
り

、

個
々
の
企
業
の
投
資
- 

は 
不
連
續
に
行
わ
れ
る
で
あ
.ろ

う

が

體
と
し

て
は
速
續
的
と
考
え
て
よ 

い
。
け
れ
ど
も
綜
合
的
に
考
え
る
場
合
に
は
企
業
間
、
產
業
間
の
生
產
物
の
差
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